
郷土研究資料 ( 其の1)
美方町の自然環境と古代集落文化集

( I 万分 1地弱図「村隠3 参照〉

I . はしがき
美方町は具庫県の西: i G l ¥ 馬、鳥取県に近い処にあっ
て、矢田川の上流及び中流の渓谷と山地とをその境域
とする。美方町の南半、長Eち矢田川のー上流、寸鴨川
の流域は小代区域で、周回Tの北半、即ち矢田川の中流
の渓谷は射添区域である。
本文に於ては寸寸℃区域の自然環境と古代に於ける集

落の発達について、地学的考察を試みる。現今、残存
する風習、信仰、口碑]fz古記録などは出来るだけ参考
に供し、古代控完の材殺としたが、約 7∞年このかた
( 鎌倉時代〉より以前の記録は殆ど見当らない。しか
し、延喜5 年( 1 田O年前〉に出来た延事式神名様に小
代神社と他多神社とが載っているから、その頃は巳に
集落のあったことは確実である。イ叶℃には考古学上の
調査発見の資殺が乏しいので、小代に人類の住み初め
た初期の様子は明かに把握出来ない. 但し、但馬各地
ノj、代の近くでは関宮、兎塚、香住などで古墳時代叉は
それ以前の古代遺跡が発見されている故に、小代でも
発見される可能性がある。
以上の如き理由で、縄文式時fに弥生式時代の集落
文化は地学的推定に止め、祭記の風習の明白なる民
族、ii!Pち、我れ等の祖先の作った集落文化を主として
述べる。時代的には古墳時代以後に発祥した集落が主
であって、一部は弥生式持代の末期にも遡るものもあ
ると思う o ii!Dち小代に我等の先祖が集落を作り初めた
のは、凡そ1，5∞年乃至2，0∞年このかたのことであろ
う。
小代は低馬でも辺誠の地、郭倉高溝、田野人道など

落武者の穏れ場となった位で、中央政治より遠ざか
り、史料も知られて居ない。しかし、郷土の研究はど
こでも同様で、史草寺が足りないのが常である。それだ
け研究の価値があり、必要があり、妙味も多いのであ
る。
本文は備検討を要する点が多いが、読者より種々の

材務を提供して頂き、 E しいものにして行き得れば幸
である。本交を緩めるについて文学士藤沢敏郎、西国
神職、小代中学片村校長の諸氏から便宜を得たことを
感謝する。

1. 環境

上治寅次郎

小代は矢田川のー上流小代)11の渓谷に出来た山村集
落である。小代川は南徴西から北銀東に向って流下
し、長さ 7 キロ、巾0.2-1.5キロ位の渓谷を形成する
。その東西は標高1，000米内外の山地である。 小ft谷
の両斜面には多数の急傾斜の渓谷があって、大小の谷
)11の急流によって浸蝕されつつある。久須部川の谷は
最も大きい。何れの谷川も懸谷を作って小代川に注
ぎ、小代川本流は支流に比し、更に谷底浸鎮の盛んな
ために、河底は岩磐を削り、急滞濠布、鼠穴、深淵を
各所に作り、著しく回春しつつある。
ノト代田周の山地につき地形上特異の点が四つある。
ω滋川山熔岩原、 (2)5∞米高原、 (3減位り地、( 側成
段丘これである。詳細は後日に護る。
1. 瀞111山熔岩原 標高1刈) ( )米、南北3 キロ、東
西1 .5キロ、 山頂は広い安山岩の熔岩原で、 周囲か
ら浸蝕されつつあり、瓶腰岩は火山岩頭で熔岩流出し
た箇所の一つである。鉢伏山、氷の山、仏の尾、大穂
山など小代谷の東西に主宰える火山は何れも安山岩より
成り、次に述べる 5∞米高原上に噴出叉は流出したも
のである。
2. 捌米高原標高4∞- 6∞米、平均∞米の高原は
中国地方に広く発達し、中国全部が海底より隆起した
ことを証する所の海蝕準平原面の一部をなせる特殊の
地形であって、陸地が次第に隆起したことを牧語る。こ
の海蝕合地の地形は佐坊台地、新屋台地、天神ケ平等

さ怯、 t二旬、弓 L ん E なる
小代打! の上流で、未だ谷頭浸蝕の後れて居る区域に現
在まで残存している。小代)11の中流以下では本野、実

ひらのさ担
山、野間谷等の山地に僅かに見られるが、渓流による
弔ま のま
浸蝕の進行により、不明瞭となる。然るに椅場合地に

かん1士
至れば明かに保存され、一二悼の高原に連り、地学に

ほい
興味ある者をして、思はず快裁を叫ばしめる。更に兎
和野ケ原、黒田、高坂一掃の合地は突に広大である。
うわの
英他、美方町内では組岡野、雰来野、和佐3 z 野等も同

IttF句
ーの地形であるが、射添方商は矢田川本流の浸蝕烈し
きために、 峡谷を作り、 平坦面の残存地形は乏し
し、。
5∞米高原は古代民族の集落地として、 最もよく利

用されたらしい。高燥で、日受けよく、水害なく、当
時低地は陰惨な密林、湿地が多く、居住地として好適
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られる。勿論、東方系西方系共に大陸の影響を受けた
同一系統の文化であるが、小代に入り来った方面から
区別したに過ぎぬ。
東方系文化が出雲系女イ七より早く小代に伝ったこと

は ( 1 ) 天神系の小代神社は出雲系の他多神社より創建
古きこと、 (2)本質的の農牧民は高地のきl ¥ 落民であり小
代の! 日村は高地にあること、 (3)本質的の農民は低地部
落に住み新村を作っていること、 (4)天津神信仰の小代
に出雲神の信仰が浸入した事情が歴史の記録によって
も窺はれることなどによって明かである。

落集1. 

でなかったと考え得る。殊に狩置議、牧畜を主とする住
民の住地としては高原が適当である。
3. 地とり地 図O米高地は矢田川の上流小代川と湯
舟)11とによって浸蝕されつつあり、表面は緩傾斜地、
波状地をなすが、川に面した急崖地には山崩、地とり
地を形成する。これは浸蝕輪廻の一行程に外ならぬの
である。震回附近は地形上明らかに地とり地形が保存
され、一部は近代主でも継続して居る。天神グ平は残
存せる! 日時の台地で、天の神を配って災害除を祈願し
たものと思われる。貫白は「ぬけとJ の詑と需草する。
崩れた土地の意。村岡町字宿の地とりは明治40年頃大
規模に発生、兎和野グ原高原の一端が湯舟川の谷にと

てらぎ
り落ちた。其他、温泉町照来の地とりは著名、小なる
ものでは神場東山地とり、諸谷地丘二り等枚挙の還はな

※発祥の! 日い集落、約1，切0年以前と推定
口小代の村々 小代の北部、大体低地、一部高涼に

ある村々で、 f小代しもロJ という。神湯は高原集落
の一つであるが、部審の上方に更に高い台地があっ
て、日当りのよい作り場となっておる。古代の人々は
この高い台地を f上の作り場J rかみばJ などと呼ん
だのが名称の起りであろう。恰も「うえの野」を「う
わ野」うえの土地、うわちを和地と言うと同じであ
る。古く 1，6∞年前仁徳天皇の頃、 神服連〈かんはと
りむらじ〉という人が、水害なき土地を選んで、この
地に住んだのが村名の起源、だと口碑に残るが検討の余
地がある。しかし古き村であることには疑いはない。
当時黒田には桑田大連という人が住んでいたという。
伺れも但馬国造であると伝う。
信仰は天津神系で氏神を八幡泣と呼ぴ、祭典には御

※
大野茅

熱田青野中サパ
費量 ・王 様

佐坊東垣鍛治屋枕木
綬毛

神場一部
※※※  

持場秋岡寺田久須笥l

部

備

新屋4∞5∞ 

350-4∞ 

君主山

平野

71¥間

忠宮谷

し、0

4. 湖成段丘大谷の段他の土地より一段高き意、水
間あが穿あがり野、上野の意、広弁野は240-250米の
地形的に最も若い段丘で、元忠宮以北、石寺に至る一
帯が湖沼であった当時の堆積物が保存されている。こ
の湖沼は石寺紋隆地を浸蝕して流下、広井、石帯付近
に200，180米の低い段丘を残し、 最後まで71 ¥ を湛えて
いたことを証する。この71 ¥ 溜りを小代旧湖と呼ぶ。
以上の地電車は小代に住民が居住しなかった以前の自

然の状態であるが、渓谷の浸蝕、山街、地とりなどは
現今に至つでも街継続しており、自然は刻々に形状を
変化しつつあるのである。古代の自然通路小代に人類
が入り込んだ通路は凡そ七通路がある。
1. 矢田川渓谷、 2. 一二峠、 3. 野随時、 4. 中サパ

こながずニわ
綜、 5. 氷山l様、 6. 小覧山峠、 7. 枕木越これである。
1は近代通路、 特I'U ]代人の利用増加は山陰線開通と
自動車路完成以後で、古代は利用稀であったと思う。
冬季は和田、村岡経由八鹿方面に至る通路として、一
部には利用した。

要ヨ三落集

小昆白

集) i : の垂直分布 fj、代の集落は標高話0 - 5∞米の簡
に発事手の古いものが点在し、それ以上の高地は安住し

そなえ
難いので数は乏しし備( 標高750米〉はこの地方永
住家屋の景高限界である。標高250米以下の低地の集
落は現代小代文化の中心をなすが、その発祥は高地集
落よりも新らしい。藤沢氏の轡川文化の構想は自然環
境より見て、合理的であるようだ。小代の最低緊落は
石寺で標高 180米、 一部落としては発祥が最も新し
し、。

標高〈米〉

5∞-750 

実山

神71¥

野間谷

広弁

猪谷

石寺

震回

250-350 

180-250 

2と3は古代人に最もよく利用され、最初の小代文化は
この通路よりスり込んだと思う。次に6及7の通路は西
方より移り来った出雲系の文化の通路であって、辿(
たわ〉峠の意、中国西部にては峠を辿と草草する。この
名称が今でも残ることは興味が深い。 4及5は難路で左
程利用されなかったかもしれぬ。
以上、小代の環境を略記したが、後に述べる妻宅落の

観察から推究すれば、先住民族の文化は不里見だが、我
々の祖先の築いた文化には、東方系と西方系とがあ
り、互に融和し、農牧を主とした文化を形成した。祖
先が小代に住み初めたのは 2，∞0年も音のことであろ
う。而して東方系の文化は西方系に比して早くから発
祥して居たらしい。これ等の文化は時代的には、弥生
式時代の末から古墳時代の項発祥して居るものと考え
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輿山車を出し古風である。村に東向観富があって観世
音菩薩を耐己り、霊験高しとて人々の参拝が多かった。
風習は村岡谷入りに似て盆踊、音頭、其他紙地の小代
と異り、縁組も谷入り方面とよく取り組む。尾和草子ケ
原を中心とする板仕野、黒田、高坂、一帯の古代集落
の住民が早くから移住し来ったので、この方面とは交
渉が多いが、その頃未開拓の小代の低地とは交渉の必
要もなかったが如く、英の風が現代でも多少は残って
いるものと思う。
石寺の北方には音石室があった。明治40年噴は石

釜と呼び、筆者幼少の頃の記憶では高6 尺、奥行3 間
間口 1問、上方に 1坪位 2 - 3価の平石を並べてのせ
てあった。南北に長く、南に 3 x  4尺位の7¥り口があ
った。周囲は稜石で囲む。北方は畑の捨石などで高く
なって居た。屋根の平石は厚さ 1尺以上もあった。石
は河石の僅ではなくて角張り、加工の跡が残って居
た。岩石は安山岩であったかと思う。
石寺字石堂にも石室があった由、美方郡誌には高8
尺、奥行 5 問、横 2 問、入り口 3 尺とあって、前者よ
りも大きい。
スり口 3 ケ所を明け悉く平石作り、 応永年中 (560年
前〉ー僧の建造にかかり、阿弥陀寺といったが、天文
九年山崩にて類発した由、口碑に残る。この石室は太
古よりあったものを、寺に利用したものとも軍事せら
る。今は二倍共破壊されて不明、石室は太古より天王
の頃( 約おO年前〉まで貧民の住居に利用したと伝え
る。石寺の地名は阿弥陀寺に始まると伝え、元神水の
作り場であったが、 亭蔽年中( 約430年前J 一村とな
ったと伝う。附近は低湿にして、久しく一村として発
達しなかったものと恩はれる。現在も村の南方には湧
泉多量、一部湿地を残す。思うに石寺には石室が2 ケ
所あって共に古墳で盛り土は失はれて石棺のみ露出す
るに至ったもので、多分射添方面の豪族の墳墓と見ら
る。石室は川より 10米位高いが谷底にあるのは珍らし
し、。
広井の上には広い台地があって、古代には住民があ
ったらしい。その頃低所には71 < 溜りがあったかもしれ
ぬ。現今でも[ 上の家J 1泥)ll J という言葉が残って
いる o 今の広井は石寺と同じく低所にある。猪谷は湯
の谷の転誌か今湯口という地名も残る。開拓は広弁方
面より進み来り「向の閏J ( 高い所の国の怠〉と呼
び、漸次に奥山を開いた形跡がある。猪谷! 日道路は広
弁から通じ、その! 日道側の山林中に五輪の石塔が残存
する。今前田氏の墓地に移されて居るという。口碑tζ
事お石者の墓というが、其の型式は 7∞年前のものか。
一文化財になろう。猪谷に徳川末期頃の民謡がある。
「尾きん谷から猪谷見れば、可愛およねさんが稗たた

くJ およねさんは村の娘、稗ば当時の常食で、少量の
米を混じて喰うのである。菅は「小代の稗ぼろけj と
いって寸寸ての入は村岡の人などから稗を常食とする山
男山女扱いにされた。しかし水田乏しく、積雪のため
麦作も不十分であった当時の小代の人々としては、l . I : :
むを得ぬ措置であった。叉、飢箆に備えて、各戸に稗
俵 3 俵は必ず保存する慣習は往昔小代界最にあったと
筒く。

水間は 171<隈J 水のわだかまる意。あが野の段丘を
構成する砂際層中から地下水が彦出するので、古くは
湿地が多かったと思う。しかし石寺の南にも大湿地が
あったので古代の寸叶ミの道路は広井から71 < 関の山麓を
南行したようだ。 71 < 聞の南に白髪古詞祉があって天津
神を詞る。英後文亀年間( 約450年前) 城山城の見張
の土が水間城に住んだ。その 1 人徳を施した田中重与
の霊を記り、稲荷神を勧請し、稲田中社を建て氏神と

ニぅi:h.
した。其後天文年中に出雲系の荒神を勧請し合記して
居る。荒神( 素主主鳴尊〉の崇敬が部落民に深い。
あが野には50年前まで木像薬師仏の掌字があった

が、木像は水筒の公会堂に移されているらしいが旧体
とは違っている。元字寺山にあった宝泉寺( 田中氏の
氏寺〉の薬師堂か否かは不明である。薬師如来は均制
のある作品であると記憶する。

おおてる
神水はメ摂山の急斜面の麓にあって、百五落の中央部
は水害多く、! ここに天神社を記る。天神の祭補は水害

あめ
除の天の神で菅原道真は合記されているに過ぎぬが、
いつの世にか祭神と間違えられた。 i苛濯の北方は湿地
で湯の子と呼び鉱泉の湧泉がある。南部は高く水利の
便悪しく、 嘉永 6 年 (1∞年前) 毛戸氏の努力で高髄
より引水し、大井堰を造り濯滋した。氏神白山社は建
保年聞く約740年前〉に村氏が勧請し、 山の災害を除
く祈願をしたと伝える。神水は7k禍地で発祥は後れた
ものと s思う。
城山は元大谷、久須蔀、小長辿、古屋敷等を含めた
一村で昔380ヶ年に豆り( 村岡は250年間) 域があり、
村岡の尾白山にも出域があった。 城山の発祥は小長
辿、外須部、古屋敷であって、城が出来てから城山大
谷が発達したものであろう。城山の城は建久年間( 鎌
倉時代、 今より 760年前〉築域の朝倉高清平氏残党の
域社で、国公清典 (670年前) 居域、天正 5年( 認。年
前〉藤堂高虎、及び羽柴秀吉勢に攻められ落城、域社
は字段にある。 小代威のあった期間は400年に近く、
一二峠道と野間道を守るため水間と茅; ! l ; f に見張域があ
り、北美文化の中心をなしていた。大谷の氏神は回公
氏の勧誘で、安明社と呼び、天津神を記る。念願寺は
真宗で本願寺派、天亙年間に関山、久須部と大谷との
閣の田園中に薬師堂があって、ノj、f ' ¥ 忽泉繁盛時の貧j建
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というが本尊は失はれ、今は石地掃を安置してある。 ii遠慮と圧力も考え得られ、質問は秋問、忠宮の商社の
耳の病に霊験が高い。 I中間にあって、何れを記るかに迷ったらしい。
野間谷は「のくま谷J 曲った谷の意か、谷の形に符 i 茅野は野間峠の西獲にあって、 l時を越した古代人の

合する。氏神社を三宝荒神と言い、天津神と素斐鳴| 一部! はこの地に定住し、平野、実山、野間谷等にも移
尊を紀る。古く天津神を信仰し、後素斐鳴尊を合記し| って行ったようだ。部落内には古社、古絹が多い。叉
たのである。牛玉山善福寺は古望書真言宗、貞利年間( I野間峠の要所にあって、城山の域の見張裁があった。
約610年前〉創建、今寺社がある。 天E 中兵火にかか| 一二障を越した処に71 < 間坂のあったのと同じく、当時
り、 定保 2 年 (310年前〉平野に移して再建した。山| 野間峠と一二蝉が重要通路なりしを恩はしめる。但し
越しに梓場とも関係あり、古村であるようだ。野間谷| 地形的に茅野、平野は谷底叉は斜面で、古代人に好ま
と野間峠とは語源的に関係があるらしい。 I しい定住地はなく、彼等には佐坊台地を好適地と考え
忠宮には式内他多神社貞観3 年( 約11∞年前〉の創| た様だ。従って奥寸代の佐坊台地に彼等古代人の一大
始、素斐鳴尊を記る古千士がある。出雲系のちた化の表徴! 中心文化を形成したのである o

である。出雲文化は、農業開墾を主とし、，J吠の低地| 核問は式内小代神社、祭神天津神の所在地、社は森
を開いたことに功献が多い。小代の人々、ことに低地| 厳なる大菩華山大房山にあり、古代人の崇敬の中心で
の人々は他多神社を崇拝し、 天女年中〈約420年前) Iあった。本社には来社120社、 創建不明であるが、他
に一村一社創建と定められたときは石寺、広井、猪谷| 多神社より古〈、恐らし その信仰の発祥は1，5∞年
大谷、野間谷( 天津神と合記〉実山、平野、茅野、質 l以前であろう。居望にも天津神系の社がある。竜泉寺
田( 後天津神を記る〉東嵐、佐坊、新屋後天津神を合 iは元警護山にあり、 寛元年中 (710年前〉創始、古真
紀等は何れも出雲系の社を創曜した。持場には古社あ| 言宗であったが、後妙心寺派禅宗の末寺となった。居
り、 71 < 問、神水、城山にも己に天律神系の神を迎えて| 望には建暦年中 (7.回年前〉 の創始と伝える安養寺社
あったので、出雲系の荒御霊神社素菱鳴尊を氏神とし l元禅宗、後真言宗に改宗がある。居望の奥、 11塁余の
なかったが、何れも配記叉は合記して居る. 氷聞の如 i渓谷は桑仙峡と呼び、原始林の山渓美に於て稀に見る
きは配寵の荒神( こうじん様) の崇敬が却って祭神に| 幽遠境である。兵庫県坂本知事は森林地として但馬木
勝って居る。 i曽と呼んだ。
小伏四近の村々では射添、村岡〈低地を除く〉兎塚| 佐坊、鍛i台屋、東垣の合地は日当りもよく、古くよ

等何れも天津鯨の氏神が主なるに反し、小代のみは| り牧農を主とする住民の定住した都落だと推定され
出野の氏神州多数であることは特筆すべき事実では。野間慨は中サパ越を越えて来た民族は、最初に
あって、小代の農業文化と他多神社と深い関係のある! との台地を定住地に適すると考えたであろう。佐坊、
ことを知ることが出来る。 | 難凶悪の信仰を有する拡充刺州社の努力
平野の光明寺は野間谷の善福寺を移転再建したもの| 圏であって、佐坊の上田氏は約抑年前、 天津神に復
で、板仕野長信寺の応教法印が中興の祖となった。代 l婦を企てたが、果きず、信仰せる太神宮刻代神社に
々f謹高き聞が住職となり、徳川崎代割、屋教育に) 遷座して配った伝える。との地が出雲系となったのは
於ては、但馬屈指であった。氏神は最初は天津神系で I4 5 0年前( 永正年間〉披山の問会氏の一族が毛利元
あったと思はれるが、今は出雲系である。村の発祥は| 献に仕え、毛利部出雲大社を崇敬せる関係上、他
古るい路大師削除隊寺均れたらしいが、小| 多神社の神職山本氏に命じて働、東菌、鍛治医を安
代に来たかは明かでなh しかし、鎌倉情状以後小代| 配せしめたのに姶る o しかし'J長辿方面から伝わった
に倉u粧の寺には真言宗の割引、現在でも村民側| 出雲文化の一向舗に佐坊台地に寝入していたのか
% 以上は真言宗光明寺の信徒である。 将来も高僧継! とも思う。鍛治屋には延喜式の前カミM 代神社の摂社
承し、ノj、代精神文イヒの重鎮をなすであろう。 I吉商社昨年間1，15砕前〉 飾が厳として倉唱さ
奥小代の村々 小代の南部で大体高地にある村々で| れ居るを以て、出雲系とならず、特に権現をも勧請
小代奥寄りという。貫目茅野附近は谷巾最も狭く、 l  し、樗仏混請となって居たので、中立を経持したので
しも口の村々と奥小代の村々との自然の境界をなして
居る。貧困は地とりの遺跡地と見られることは巳に述
べた。婚とり地を開培し、他多神社の氏子の叡落が出
来たが、 天文年中( 約42併手前〉八幡社を記るに至っ
た。天津神系の八幡柱勧誘の事情は個人の崇拝の神を
氏神としたと伝えるが、秋岡のイ代神社に近く、其の

あろう。
東wの大日堂は倉1建不明であるが、牧畜の神を崇め
る古代人の思想が、奈良時代叉は其毛査に表現したもの
と考える。神仏混渚説では大日は太陽、英の権化は大
白菩薩で共に同一であると説く。天津神を配る意味杭こ
は変りはない。大目堂は文化 7年光明寺竜宝法印と庄
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屋今井氏との力で修理された。奥小代に牛を祭る大日
堂のあることは土地の好適、住民に牧牛を好む気風の

つるう L
根強いことを知るに足る資軒となり、現今でも蔓牛
などの名午が嘆小代で産することと、伝統的に深い関
係があると思う。
佐坊台地の一部を開拓するため、吉滝方面よりトシ
ネノレを以て濯翫用水を引水して居ると田村町長から聞
く、多分徳川時代の土木工事と思はれるが、神71<の高
樋堰工事、椅場の峠の大溜池工事年代不明と共に小代
71 < 田開発三大工事である。 5∞米高原は濯翫を考按す
れば儲開拓の余地を残す。 1，( 削米の瀞川山熔岩台も
酪農地として利用されよう。熔岩台と第三紀層との間
の地下水は犬量の見込で和児し得る筈である。これ等
は今後美方町開拓のテーマとして重要な問題である。
新屋は佐坊台地に後れて発祥した。多分出雲系の人
々が登って開拓したらしく、氏神には素斐鳴尊を配っ
た。 額田は建久の噴〈約750年前〉に信濃源氏の一族

と出雲神とを合記し、三宝荒神としたのが、現今の新
屋の氏神であるという。
新屋の台地は広く、大苗濯で、中サパ、備などの小
集落も分離して附近の台地を開拓して居る。新屋台地
が北向きで寒風を受け易いことは、佐坊台地が東南を
受け、北及西北を塞ぎ、日受けよく、暖いのと異る。
古代の人達が佐坊合に亭く定住したのも当然である。
黒田、和地、高援の集落が瀞川山の東南麓の台地に太
古から発達したのと同一である。地理的見解では先住
民族も佐坊台地に住んで居たとも考え得る。

lV. 結言
小代の自然環境と記録、口碑、風習、信仰などから
推究すれば、二系統の文化が互に融合して、初期の小
代集落と文化とを作って居る。それ以前の先住民族の
文化については資軒が未だ不十分である。
1  先人系文化小代にもあると思うが、今は不明
である。持場合地、佐坊台地、又は段、あが野、広井

段丘などは、これ等の遺跡
、遺物を探るに適当の土地
であると思う。雨上りの日
などには畑土中に矢の根
石、古土器などが洗い出さ
れて露出して居ることがあ

るかもしれぬ。土工、開墾
などの際にも発掘される可
能性がある。但し土器には
縄紋式、弥生式、古墳式な
ど新旧の種類があるから型
式の研究を要する。
2. 天津神嘉文化大和
文化とせば、少しく時代上
の範囲が狭くなる。藤沢文
学士の欝川文化が適当な表
現かも知れぬ。しかしこの
文化はどの方面から来たか
は別として、小代の近くで
は掛川山東麓、 標高5∞米
内外の兎和野一帯む台地に
発達し、一二峠を越して神
場合地に、野間峠を経て佐
坊台地に移り来って集落を
作ったようだ。兎和野系文
化といってもよい。牧畜を

回野入道の隠遁したのが部落の始りで、其後水害のた i主とし、農耕も営んだ。太陽、天津神を信仰した。佐
め天文9 年 (415年前〉に現今の新屋に移った。 熱田 I . 訪、東垣、鍛治屋、秋岡、居室、神場は最初の集落で
では熱田神宮を記って居り、之を掘に移し、天津神| 野間谷、平野などは稿後れて出来たようだ。茅野は
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野間l峠への交通集落として発祥したものと思う。奥小| 史軒は乏しいが、鎌倉時代以後の史軒は断片的に散見
ftにこの文化の中心があって、 推括的1，田O年前、巴 iする。 城山域主国会氏等4∞年聞の支配は住民とよく
に天津神を記り、小代神社の初めをなすに至った。当| 融和し、 71 < 問、茅野及今の村岡に出域を設け、七美女
時は野間峠は最も重要な通路であった。一二階が重要 i化の中心となったのである。勤倹の美風、健実なる思
通路となったのはずっと援のことである。神場神社も| 想、安定せる生活も域主の感化に侯つ処が多かったと
その頃のものだが、規模は小さい。 i思はれる。域山域は羽柴秀吉の勢力とその奇智に蓬っ
この文化は城山、広井、水間に迄及んだかもしれぬ| て廃域となったが、 4イモ住民カ嘩って回公民のために

が、 多くは標高250米以下には下らなかったらしい。 i犠牲を捧げたのも其の徳の一端を窺うに足ると思う。
低地は密林、低湿、水害などの外、日受けも悪るく、 |  徳川初期に山名氏が村岡に移封、築域、村岡は域下
牧畜に不便であった為めだと思はれる。 1 街として発達した。小代の住民は回会氏と変る山名氏
3. 出雲系文化 主として西方からの文化で、出雲| 家臣の罪政を来L弾し、小代ー震などと罵しられつつも
鳥取などの低地で農耕を主とした文化である。小長辿| 急先鋒となって闘争した記録がある。今や町制を施行
峠叉は枕木糊添方面からも入り来ったものと思う。 | し、古州聞は新しき美方町に装を敗、鰯に、
標高担回米以下の低地を開拓し、素斐鳴尊を示己り約1，0 i文化に、一大躍進を遂げつつあって、北但に於けるー
∞年前に他多神社を記事童したらしい。水問、神水、大 j 理想郷を出現する日も遠くはないと思はれる。
谷、忠宮等低地の集落はこの頃発祥した。この文化は 1 補遺小代は従来、交通不便な山間にあったから、
天津神系文化に遅れて小代に入り込んだようだ。: 中央の教化に後れ、且つ古代の風習、言語などが屡々
出雲文化は貫問、佐坊、新屋、其他高地にも波及し| 残って居る。開治30年頃〈今より 60年前〉には石と鉄

高地より低地に及ぶヲミ津神文化と融和し、農較を主と| とを磨り合せて発火させて煙草の火などをつくる人が
する寸代文イヒの初期を形成した。初期のd代文化は時| あった。叉黒い石の板をみがき、軟い石の棒で白い字
慨には弥生式時代の末期、主として古郡併でに発祥| を書いた。投球、石筆と呼び、大切な学用具であ
し、歴史時代へ移って行ったと考える。 Iった。消しては叉書く、節約的で、親習には便利であ
4. 中央政治の支配今より 1，5∞年乃至2，αm年前| るが、時々破損するので困った. 石器を毎用した時代

小伏の古代人が、農牧に平和な生活を送って居た頃、 | の遺風かも知れない。前年前には茅葺きの家が殆んど
日本には重大事件が起りつつあった。それは大和朝廷! 全部で、出雲、石見、安芸などの人が屋根葺き工人と
の中央集権が行はれつつあったことである。 i してよく来た。これ等も出雲文化の伝播の古い伝統を
暫く経過した後には国造( くにのみつこ) ( 今の知事 i物語るようである。
の如き役人〉、大連( おおむらじ) 連( むらじ) など! かような風習、口碑などはいつとなく忘れられる。
の役人が出来て、地方の政治と神祭りとを司るように i古器物其他の史斜も散過して失はれて行くものであ
なって、小代の古代の人々もその安配を受けねばなら( る。 I美方考古館j 叉は「民芸館j といったものを作

かんはさり 1  

ないようになった。黒田大連、神服連などの名は、 i ることは文化研究、文化財保護、観光資材集集に設立
現今でも口碑に残る。 ! つことが多いと確信する。
歴史時代になってから、奈良時代、平安時代の小代

著者本県出身、見軍県生物学会顧問、現財団法人地下資源研究所理事長、工学博士( 京都・左京・
北白川堂ノ前町18)

森 会長の御寄付

この度、 10周年記念号、出版につき資金の都合がつかず相談しまl ，. ，j ( こところ、会長よ
り金壱万円の寄付を戴き、会員諸氏に会誌を分けることが出来ました。一同に代りまし
て厚く御礼を申し上げます。
なお、会長は停年のため、農大を辞し名与教展として御指導される一方、武庫川女子

大学教授を兼任されることとなりました。新住宅は、神戸市灘区本山町岡本梅林住宅56
です。
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